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 （お守りがあるせよ、一はやっぱり先ず我慢かな） 
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 （年功で味のある分別に、接すると、頭が下る） 
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 （この恩を感じているのは子でしょうか、母かも？） 
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 （虜になって磨かん、の略です） 
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 （今は心癒えたが、先代の猫が居たという情景です） 
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 （この付すは、提供というつもりです） 
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 （この敏は、単に化粧瓶かも知れません） 
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 （起きている間は、あれこれ呼ばれ、動き回る毎日だが） 
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 （診てもらったら、お腹から鼓動音という吉報が） 
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 （紫陽花の別名が七変化、色々柔軟に、の意味かも） 

 


